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地方公共団体情報システム機構 第 21 回 経営審議委員会 配付資料 

【議案】 

議案第１号 平成 30年度３月補正予算（案） 

参考資料１－１ 平成 30年度３月補正予算（案）の概要 

参考資料１－２ 平成 30年度予算（３月補正後） 

議案第２号 平成 31年度事業計画（案） 

参考資料２ 平成 31年度事業実施方針（案） 

議案第３号 平成 31年度予算（案） 

参考資料３ 平成 31年度予算（案）の概要 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度３月補正予算（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方公共団体情報システム機構 
 

 

 

 

 

議案第１号 



様式第1号

（単位：千円）

金額

流動資産
現金及び預金 20,504,875
未収金 12,833,313
前払金 18,809
貯蔵品 27
流動資産合計 33,357,024

固定資産
有形固定資産
建物 120,566
備品 17,673
リース資産 3,423,456
有形固定資産合計 3,561,695

無形固定資産
電話加入権 3,042
ソフトウェア 70,178
リース資産 266,284
無形固定資産合計 339,504

投資その他の資産
保証金 445,683
長期前払費用 0
投資その他の資産合計 445,683

固定資産合計 4,346,882
資産合計 37,703,906

流動負債
未払金       20,713,239
未払法人住民税等 70
未払返還負担金 200,000
預り金 10,217
賞与引当金 104,528
役員賞与引当金 8,044
リース債務 1,931,053
流動負債合計 22,967,151

固定負債
長期前受金 1,246,154
長期未払金 0
退職給付引当金 665,091
住基ネット再構築平準化等積立金 3,623,534
符号生成運用経費積立金 2,010,000
セキュリティ強化等積立金 400,000
リース債務 1,783,673
資産除去債務 424,299
固定負債合計 10,152,751

負債合計 33,119,902

地方公共団体出資金 134,000
利益剰余金
積立金 2,986,178
公的個人認証サービス事業財政調整積立金 942,097
システム開発積立金 521,729
利益剰余金合計 4,450,004

純資産合計 4,584,004
    負債及び正味財産合計負債純資産合計 37,703,906

純資産の部

平成３０年度３月補正　予定貸借対照表
（平成３１年３月３１日現在）

科            目

資産の部

負債の部
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様式第2号

（単位：千円）

金額

営業収益

事業負担金収入 296,600

個人番号カード等関連交付金 15,658,512

自治体中間サーバー関連交付金 3,922,201

地方公共団体負担金収入 5,214,228

負担金収入 435,053

事業収入 8,296,179

情報提供手数料 4,945,000

符号生成住民票コード提供手数料 300,000

発行手数料 1,000

情報開示手数料 1

補助金等収入 411,637

長期前受金取崩収入 1,383,302

440,000

営業収益合計 41,303,713

営業費用

事業費 37,600,813

一般管理費 689,172

　　営業費用合計 38,289,985

営業利益 3,013,728

営業外収益

受取利息 200

有価証券利息 0

雑収入　　 1,920

　　営業外収益合計 2,120

営業外費用

支払利息 64,909

　　営業外費用合計 64,909

経常利益 2,950,939

特別損失

2,220,000

符号生成運用経費積立金繰入額 280,000

セキュリティ強化等積立金繰入額 400,000

特別損失合計 2,900,000

当期純利益 50,939

平成３０年度３月補正　予定損益計算書
（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで）

科            目

符号生成運用経費積立金取崩収入

住基ネット再構築平準化等積立金繰入額
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様式第3号

（単位：千円）

金額

営業収益 39,480,411

利息収入 200

雑収入 1,920

前期末未収金 19,752,699

当期末未収金 △12,833,313

その他 450,000

資金収入合計 46,851,917

事業費 35,155,337

一般管理費 678,921

固定資産取得費 134,948

保証金支出 1,770

リース債務返済支出 2,399,468

前期末未払金 31,441,610

当期末未払金 △20,913,309

資金支出合計 48,898,745

資金収支差額 △2,046,828

前期末現金及び預金 22,551,703

当期末現金及び預金 20,504,875

平成３０年度３月補正　資金計画

区分

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで）
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様式第4号

（事業別財務情報（平成３０年度３月補正　予定貸借対照表関係））

（単位：千円）

一般事業
本 人 確 認
情 報 処 理
事 業

公的個人認証
サービス事業

個人番号ｶｰﾄﾞ
発 行 等 事 業

中間サーバー
共同化・集約化
等 事 業

総 合 行 政
ネットワーク
運 営 事 業

本人確認情報
処 理 事 業
関 連 事 業

合  計

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,272,650 6,611,431 2,000,285 1,604,915 3,864,538 1,974,860 176,196 20,504,875

未収金 582,022 1,486,000 1,265,500 9,458,552 0 38,480 2,759 12,833,313

前払金 0 0 0 0 0 0 18,809 18,809

貯蔵品 27 0 0 0 0 0 0 27

流動資産合計 4,854,699 8,097,431 3,265,785 11,063,467 3,864,538 2,013,340 197,764 33,357,024

固定資産

有形固定資産

建物 16,554 57,244 2,079 23,768 1,405 19,516 0 120,566

備品 2,308 2,616 66 10,284 102 2,297 0 17,673

リース資産 645,154 904,108 1,110,827 608,317 0 41,991 113,059 3,423,456

有形固定資産合計 664,016 963,968 1,112,972 642,369 1,507 63,804 113,059 3,561,695

無形固定資産

電話加入権 2,705 246 0 0 0 91 0 3,042

ソフトウェア 70,178 0 0 0 0 0 0 70,178

リース資産 1,741 264,543 0 0 0 0 0 266,284

無形固定資産合計 74,624 264,789 0 0 0 91 0 339,504

投資その他の資産

保証金 133,638 240,483 357 11,461 0 59,744 0 445,683

長期前払費用 0 0 0 0 0 0 0 0

投資その他の資産合計 133,638 240,483 357 11,461 0 59,744 0 445,683

固定資産合計 872,278 1,469,240 1,113,329 653,830 1,507 123,639 113,059 4,346,882

資産合計 5,726,977 9,566,671 4,379,114 11,717,297 3,866,045 2,136,979 310,823 37,703,906

負債の部

流動負債

未払金       1,774,826 1,811,236 693,941 11,064,682 3,845,177 1,433,156 90,221 20,713,239

未払法人住民税等 70 0 0 0 0 0 0 70

未払返還負担金 0 0 200,000 0 0 0 0 200,000

預り金 10,217 0 0 0 0 0 0 10,217

賞与引当金 42,227 26,778 7,104 9,420 5,784 13,215 0 104,528

役員賞与引当金 2,574 2,172 563 1,448 563 724 0 8,044

リース債務 148,477 510,844 751,930 398,328 0 15,187 106,287 1,931,053

流動負債合計 1,978,391 2,351,030 1,653,538 11,473,878 3,851,524 1,462,282 196,508 22,967,151

固定負債

長期前受金 0 444,838 750,000 0 0 51,316 0 1,246,154

長期未払金 0 0 0 0 0 0 0 0

退職給付引当金 375,915 168,279 14,109 0 13,614 93,174 0 665,091

0 3,623,534 0 0 0 0 0 3,623,534

符号生成運用経費積立金 0 2,010,000 0 0 0 0 0 2,010,000

0 0 400,000 0 0 0 0 400,000

リース債務 501,780 666,703 378,865 201,532 0 26,848 7,945 1,783,673

資産除去債務 0 300,833 0 12,368 0 111,098 0 424,299

固定負債合計 877,695 7,214,187 1,542,974 213,900 13,614 282,436 7,945 10,152,751

負債合計 2,856,086 9,565,217 3,196,512 11,687,778 3,865,138 1,744,718 204,453 33,119,902

純資産の部

地方公共団体出資金 134,000 0 0 0 0 0 0 134,000

利益剰余金

積立金 2,215,162 1,454 240,505 29,519 907 392,261 106,370 2,986,178

0 0 942,097 0 0 0 0 942,097

システム開発積立金 521,729 0 0 0 0 0 0 521,729

利益剰余金合計 2,736,891 1,454 1,182,602 29,519 907 392,261 106,370 4,450,004

純資産合計 2,870,891 1,454 1,182,602 29,519 907 392,261 106,370 4,584,004

    負債及び正味財産合計負債純資産合計 5,726,977 9,566,671 4,379,114 11,717,297 3,866,045 2,136,979 310,823 37,703,906

科            目

（平成３１年３月３１日現在）

公的個人認証サービス事業
財政調整積立金

住基ネット再構築平準化等
積立金

セキュリティ強化等
積立金
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様式第5号

（事業別財務情報（平成３０年度３月補正　予定損益計算書関係））

（単位：千円）

科            目 一般事業
本 人 確 認
情 報 処 理
事 業

公 的 個 人 認 証
サ ー ビ ス 事 業

個人番号 ｶ ｰ ﾄ ﾞ
発 行 等 事 業

中 間 サ ー バ ー
共同化・集約化
等 事 業

総 合 行 政
ネ ッ ト ワ ー ク
運 営 事 業

本 人 確 認 情 報
処 理 事 業
関 連 事 業

合　計

営業収益

事業負担金収入 296,600 0 0 0 0 0 0 296,600

0 0 1,200,000 14,458,512 0 0 0 15,658,512

0 0 0 0 3,922,201 0 0 3,922,201

0 1,114,759 2,356,278 0 0 1,743,191 0 5,214,228

92,294 0 0 0 0 340,000 2,759 435,053

3,677,141 2,353,180 0 0 0 248,268 2,017,590 8,296,179

0 4,876,000 69,000 0 0 0 0 4,945,000

0 300,000 0 0 0 0 0 300,000

0 0 1,000 0 0 0 0 1,000

0 1 0 0 0 0 0 1

411,637 0 0 0 0 0 0 411,637

0 1,035,162 0 0 0 348,140 0 1,383,302

0 440,000 0 0 0 0 0 440,000

営業収益合計 4,477,672 10,119,102 3,626,278 14,458,512 3,922,201 2,679,599 2,020,349 41,303,713

営業費用

事業費 4,185,396 7,336,832 3,155,984 14,353,001 3,889,694 2,665,576 2,014,330 37,600,813

一般管理費 343,778 135,046 52,556 99,603 31,687 26,502 0 689,172

　　営業費用合計 4,529,174 7,471,878 3,208,540 14,452,604 3,921,381 2,692,078 2,014,330 38,289,985

営業利益 △51,502 2,647,224 417,738 5,908 820 △12,479 6,019 3,013,728

営業外収益

受取利息 200 0 0 0 0 0 0 200

有価証券利息 0 0 0 0 0 0 0 0

雑収入　　 720 240 480 480 0 0 0 1,920

　　営業外収益合計 920 240 480 480 0 0 0 2,120

営業外費用

支払利息 5,421 28,122 15,801 12,877 1 513 2,174 64,909

　　営業外費用合計 5,421 28,122 15,801 12,877 1 513 2,174 64,909

経常利益 △56,003 2,619,342 402,417 △6,489 819 △12,992 3,845 2,950,939

特別損失

0 2,220,000 0 0 0 0 0 2,220,000

0 280,000 0 0 0 0 0 280,000

0 0 400,000 0 0 0 0 400,000

特別損失合計 0 2,500,000 400,000 0 0 0 0 2,900,000

当期純利益 △56,003 119,342 2,417 △6,489 819 △12,992 3,845 50,939

セキュリティ強化等積立金
繰入額

住基ネット再構築平準化等
積立金繰入額

地方公共団体
負担金収入

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで）

個人番号カード等
関連交付金

符号生成運用経費積立金
取崩収入

長期前受金取崩収入

自治体中間サーバー
関連交付金

符号生成住民票コード
提供手数料

負担金収入

事業収入

情報提供手数料

発行手数料

情報開示手数料

補助金等収入

符号生成運用経費積立金
繰入額
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様式第6号

（事業別財務情報（平成３０年度３月補正　資金計画関係））

（単位：千円）

一般事業
本 人 確 認
情 報 処 理
事 業

公的個人認証
サービス事業

個人番号ｶｰﾄﾞ
発 行 等 事 業

中間サーバー
共同化・集約化

等 事 業

総 合 行 政
ネットワーク
運 営 事 業

本人確認情報
処 理 事 業
関 連 事 業

合  計

営業収益 4,477,672 8,643,940 3,626,278 14,458,512 3,922,201 2,331,459 2,020,349 39,480,411

利息収入 200 0 0 0 0 0 0 200

雑収入 720 240 480 480 0 0 0 1,920

前期末未収金 734,082 5,293,850 420,000 13,145,437 0 42,767 116,563 19,752,699

当期末未収金 △582,022 △1,486,000 △1,265,500 △9,458,552 0 △38,480 △2,759 △12,833,313

その他 0 200,000 250,000 0 0 0 0 450,000

資金収入合計 4,630,652 12,652,030 3,031,258 18,145,877 3,922,201 2,335,746 2,134,153 46,851,917

事業費 3,967,227 6,681,355 2,412,465 13,936,114 3,884,350 2,588,898 1,684,928 35,155,337

一般管理費 336,283 132,038 52,676 99,603 31,371 26,950 0 678,921

固定資産取得費 1,200 127,930 1,000 1,000 1,080 500 2,238 134,948

保証金支出 600 870 0 0 0 300 0 1,770

リース債務返済支出 152,395 660,982 767,931 422,275 353 55,871 339,661 2,399,468

前期末未払金 1,860,421 3,453,060 1,100,412 20,208,970 3,384,582 1,035,550 398,615 31,441,610

当期末未払金 △1,774,896 △1,811,236 △893,941 △11,064,682 △3,845,177 △1,433,156 △90,221 △20,913,309

資金支出合計 4,543,230 9,244,999 3,440,543 23,603,280 3,456,559 2,274,913 2,335,221 48,898,745

資金収支差額 87,422 3,407,031 △409,285 △5,457,403 465,642 60,833 △201,068 △2,046,828

前期末現金及び預金 4,185,228 3,204,400 2,409,570 7,062,318 3,398,896 1,914,027 377,264 22,551,703

当期末現金及び預金 4,272,650 6,611,431 2,000,285 1,604,915 3,864,538 1,974,860 176,196 20,504,875

区分

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで）

- 6 -



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（白紙） 



- 1 - 

 

平成３０年度３月補正予算（案）の概要 

 

１ 補正の事由 

 

（１）公的個人認証サービス事業 

個人番号カード等関連交付金について、平成 30 年度の当初予算時は 6 億円の収

入としていたが、国との協議を経て、12億円が確保できる見通しのため、6億円の

収入の増額補正を行うとするものである。 

なお、収入補正に伴う収支差額は、データベース暗号化によるセキュリティ強化

等の経費に充てるため、「セキュリティ強化等積立金」を創設し、4億円を積立てる

とともに、都道府県負担金を軽減するため、負担金返還支出に 2億円を計上し、平

成 30 年度決算確定後に都道府県へ返還とする支出の増額補正を行うとするもので

ある。 

その他、平成 29年度決算が確定したことにより、公的個人認証サービス事業財政

調整積立金の大部分の取崩しが必要なくなったため、本積立金 9億 4千万円余を純

資産に戻そうとするものである。 

 

２ 補正予算書 

 

（１）公的個人認証サービス事業補正予定損益計算書 

〔平成３０年度における公的個人認証サービス事業に係る収入と経費の予定を示すもの〕 

(単位：百万円) 

科  目 11月補正後

予算 

補 正 額 ３月補正後

予算 

営業収益 3,026 600 3,626 

個人番号カード等関連交付金 600 600 1,200 

地方公共団体負担金収入 2,356 0 2,356 

情報提供手数料 69 0 69 

発行手数料 1 0 1 

営業外収益 0 0 0 

営業費用 3,009 200 3,209 

事業費 2,956 200 3,156 

一般管理費 53 0 53 

営業外費用 16 0 16 

特別損失 0 400 400 

セキュリティ強化等積立金 

繰入額 
0 400 400 

当期純利益 2 0 2 
 

参考資料１－１ 
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     （注）金額は、科目ごとに 10万円単位を四捨五入しているので、 

合計額が一致しない場合がある。（以下同じ） 

 

(ｱ)個人番号カード等関連交付金……600百万円の増 

認証業務に要する経費に係る交付金の増 

(ｲ) 事業費……200百万円の増 

都道府県負担金の返還に係る事業費の増 

(ｳ) セキュリティ強化等積立金繰入額……400百万円の増 

セキュリティ強化等積立金への繰入れによる増 

 

（２）公的個人認証サービス事業補正予定貸借対照表 

〔平成３０年度における公的個人認証サービス事業の資産や負債等の財務状況を示すもの〕 

   (単位：百万円) 

科  目 11月補正後

予算 

補 正 額 ３月補正後

予算 

資  産 2,837 1,542 4,379 

流動資産 1,724 1,542 3,266 

現金及び預金 1,058 942 2,000 

未収金 666 600 1,266 

固定資産 1,113 0 1,113 

負  債 2,597 600 3,197 

流動負債 1,454 200 1,654 

 未払返還負担金 0 200 200 

 その他の流動負債 1,454 0 1,454 

固定負債 1,143 400 1,543 

セキュリティ強化等積立金 0 400 400 

その他の固定負債 1,143 0 1,143 

純 資 産 241 942 1,183 

 利益剰余金 241 942 1,183 

  公的個人認証サービス事業財政調

整積立金 

0 942 942 

 

(ｱ) 現金及び預金……９４２百万円の増 

公的個人認証サービス事業財政調整積立金の増による現金及び預金の増 

(ｲ) 未収金……６００百万円の増 

個人番号カード等関連交付金収入が未収となることによる未収金の増 

(ｳ) 未払返還負担金 ……２００百万円の増 
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都道府県負担金の返還による未払返還負担金の増 

(ｴ) セキュリティ強化等積立金 ……４００百万円の増 

個人番号カード等関連交付金収入増額分の一部をセキュリティ強化等積立金

に繰入れることによる増 

(ｵ) 公的個人認証サービス事業財政調整積立金 ……９４２百万円の増 

公的個人認証サービス事業財政調整積立金額の平成 29年度決算額計上による

公的個人認証サービス事業財政調整積立金の増 

 

（３）補正資金計画 

〔平成３０年度における機構の資金繰りの状況を示すもの〕 

（単位：百万円） 

区  分 11月補正後

予算 

補 正 額 ３月補正後

予算 

資金収入合計 46,852 0 46,852 

営業収益 38,880 600 39,480 

前期末未収金 19,753 0 19,753 

当期末未収金 △12,233 △600 △12,833 

その他 452 0 452 

資金支出合計 48,899 0 48,899 

事業費 34,955 200 35,155 

前期末未払金 31,442 0 31,442 

当期末未払金 △20,713 △200 △20,913 

その他 3,215 0 3,215 

資金収支差額 △2,047 0 △2,047 

（前期末現金及び預金） 21,610 942 22,552 

（当期末現金及び預金） 19,563 942 20,505 
 

【補正の内容】 

ア 資金収入の部 

(ｱ) 営業収益……６００百万円の増  

個人番号カード等関連交付金収入の増 

(ｲ) 当期末未収金……△６００百万円の増 

個人番号カード等関連交付金収入が未収となることによる当期末未収金の増 

 

イ 資金支出の部 

(ｱ) 事業費……２００百万円の増 

都道府県負担金の返還に係る費用の増 
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(ｲ) 当期末未払金……△２００百万円の増 

都道府県負担金の返還による当期末未払金の増 

 

 ウ 前期末現金及び預金 

前期末現金及び預金……９４２百万円の増 

公的個人認証サービス事業財政調整積立金額の平成 29年度決算額計上による増 



参考資料
様式第1号

（単位：千円）

11月補正後予定額 補　正　額 3月補正後予定額

流動資産
現金及び預金 19,562,778 942,097 20,504,875
未収金 12,233,313 600,000 12,833,313
前払金 18,809 0 18,809
貯蔵品 27 0 27
流動資産合計 31,814,927 1,542,097 33,357,024

固定資産
有形固定資産

建物 120,566 0 120,566
備品 17,673 0 17,673
リース資産 3,423,456 0 3,423,456
有形固定資産合計 3,561,695 0 3,561,695

無形固定資産
電話加入権 3,042 0 3,042
ソフトウェア 70,178 0 70,178
リース資産 266,284 0 266,284
無形固定資産合計 339,504 0 339,504

投資その他の資産
保証金 445,683 0 445,683
長期前払費用 0 0 0
投資その他の資産合計 445,683 0 445,683

固定資産合計 4,346,882 0 4,346,882
資産合計 36,161,809 1,542,097 37,703,906

流動負債
未払金       20,713,239 0 20,713,239
未払法人住民税等 70 0 70
未払返還負担金 0 200,000 200,000
預り金 10,217 0 10,217
賞与引当金 104,528 0 104,528
役員賞与引当金 8,044 0 8,044
リース債務 1,931,053 0 1,931,053
流動負債合計 22,767,151 200,000 22,967,151

固定負債
長期前受金 1,246,154 0 1,246,154
長期未払金 0 0 0
退職給付引当金 665,091 0 665,091
住基ネット再構築平準化等積立金 3,623,534 0 3,623,534
符号生成運用経費積立金 2,010,000 0 2,010,000
セキュリティ強化等積立金 0 400,000 400,000
リース債務 1,783,673 0 1,783,673
資産除去債務 424,299 0 424,299
固定負債合計 9,752,751 400,000 10,152,751

負債合計 32,519,902 600,000 33,119,902

地方公共団体出資金 134,000 0 134,000
利益剰余金

積立金 2,986,178 0 2,986,178
公的個人認証サービス事業財政調整積立金 0 942,097 942,097
システム開発積立金 521,729 0 521,729
利益剰余金合計 3,507,907 942,097 4,450,004

純資産合計 3,641,907 942,097 4,584,004
  負債純資産合計 36,161,809 1,542,097 37,703,906

純資産の部

科            目

資産の部

負債の部

平成３０年度３月補正　予定貸借対照表
（平成３１年３月３１日現在）
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参考資料
様式第2号

（単位：千円）

11月補正後予定額 補正額 3月補正後予定額

営業収益

事業負担金収入 296,600 0 296,600

個人番号カード等関連交付金 15,058,512 600,000 15,658,512

自治体中間サーバー関連交付金 3,922,201 0 3,922,201

地方公共団体負担金収入 5,214,228 0 5,214,228

負担金収入 435,053 0 435,053

事業収入 8,296,179 0 8,296,179

情報提供手数料 4,945,000 0 4,945,000

符号生成住民票コード提供手数料 300,000 0 300,000

発行手数料 1,000 0 1,000

情報開示手数料 1 0 1

補助金等収入 411,637 0 411,637

長期前受金取崩収入 1,383,302 0 1,383,302

440,000 0 440,000

営業収益合計 40,703,713 600,000 41,303,713

営業費用

事業費 37,400,813 200,000 37,600,813

一般管理費 689,172 0 689,172

　　営業費用合計 38,089,985 200,000 38,289,985

営業利益 2,613,728 400,000 3,013,728

営業外収益

受取利息 200 0 200

有価証券利息 0 0 0

雑収入　　 1,920 0 1,920

　　営業外収益合計 2,120 0 2,120

営業外費用

支払利息 64,909 0 64,909

　　営業外費用合計 64,909 0 64,909

経常利益 2,550,939 400,000 2,950,939

特別損失

住基ネット再構築平準化等積立金繰入額 2,220,000 0 2,220,000

符号生成運用経費積立金繰入額 280,000 0 280,000

セキュリティ強化等積立金繰入額 0 400,000 400,000

特別損失合計 2,500,000 400,000 2,900,000

当期純利益 50,939 0 50,939

科            目

符号生成運用経費積立金取崩収入

平成３０年度３月補正　予定損益計算書
（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで）
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参考資料
様式第3号

（単位：千円）

11月補正後予定額 補　正　額 3月補正後予定額

営業収益 38,880,411 600,000 39,480,411

利息収入 200 0 200

雑収入 1,920 0 1,920

前期末未収金 19,752,699 0 19,752,699

当期末未収金 △12,233,313 △600,000 △12,833,313

その他 450,000 0 450,000

資金収入合計 46,851,917 0 46,851,917

事業費 34,955,337 200,000 35,155,337

一般管理費 678,921 0 678,921

固定資産取得費 134,948 0 134,948

保証金支出 1,770 0 1,770

リース債務返済支出 2,399,468 0 2,399,468

前期末未払金 31,441,610 0 31,441,610

当期末未払金 △20,713,309 △200,000 △20,913,309

その他 0 0 0

資金支出合計 48,898,745 0 48,898,745

資金収支差額 △2,046,828 0 △2,046,828

前期末現金及び預金 21,609,606 942,097 22,551,703

当期末現金及び預金 19,562,778 942,097 20,504,875

区分

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで）

平成３０年度３月補正　資金計画

- 3 -



参考資料
様式第4号

（事業別財務情報（平成３０年度３月補正　予定貸借対照表関係））

（単位：千円）

11月補正後予定額 補　正　額 3月補正後予定額

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,058,188 942,097 2,000,285

未収金 665,500 600,000 1,265,500

前払金 0 0 0

貯蔵品 0 0 0

流動資産合計 1,723,688 1,542,097 3,265,785

固定資産

有形固定資産

建物 2,079 0 2,079

備品 66 0 66

リース資産 1,110,827 0 1,110,827

有形固定資産合計 1,112,972 0 1,112,972

無形固定資産

電話加入権 0 0 0

ソフトウェア 0 0 0

リース資産 0 0 0

無形固定資産合計 0 0 0

投資その他の資産

保証金 357 0 357

長期前払費用 0 0 0

投資その他の資産合計 357 0 357

固定資産合計 1,113,329 0 1,113,329

資産合計 2,837,017 1,542,097 4,379,114

負債の部

流動負債

未払金       693,941 0 693,941

未払法人住民税等 0 0 0

未払返還負担金 0 200,000 200,000

預り金 0 0 0

賞与引当金 7,104 0 7,104

役員賞与引当金 563 0 563

リース債務 751,930 0 751,930

流動負債合計 1,453,538 200,000 1,653,538

固定負債

長期前受金 750,000 0 750,000

長期未払金 0 0 0

退職給付引当金 14,109 0 14,109

0 0 0

符号生成運用経費積立金 0 0 0

セキュリティ強化等積立金 0 400,000 400,000

リース債務 378,865 0 378,865

資産除去債務 0 0 0

固定負債合計 1,142,974 400,000 1,542,974

負債合計 2,596,512 600,000 3,196,512

純資産の部

地方公共団体出資金 0 0 0

利益剰余金

積立金 240,505 0 240,505

0 942,097 942,097

システム開発積立金 0 0 0

利益剰余金合計 240,505 942,097 1,182,602

純資産合計 240,505 942,097 1,182,602

  負債純資産合計 2,837,017 1,542,097 4,379,114

（平成３１年３月３１日現在）

公的個人認証サービス事業
財政調整積立金

住基ネット再構築平準化等
積立金

科            目
公的個人認証サービス事業
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参考資料
様式第5号

（単位：千円）

11月補正後予定額 補　正　額 3月補正後予定額

営業収益

事業負担金収入 0 0 0

600,000 600,000 1,200,000

0 0 0

2,356,278 0 2,356,278

負担金収入 0 0 0

事業収入 0 0 0

情報提供手数料 69,000 0 69,000

0 0 0

発行手数料 1,000 0 1,000

情報開示手数料 0 0 0

補助金等収入 0 0 0

0 0 0

0 0 0

営業収益合計 3,026,278 600,000 3,626,278

営業費用

事業費 2,955,984 200,000 3,155,984

一般管理費 52,556 0 52,556

　　営業費用合計 3,008,540 200,000 3,208,540

営業利益 17,738 400,000 417,738

営業外収益

受取利息 0 0 0

有価証券利息 0 0 0

雑収入　　 480 0 480

　　営業外収益合計 480 0 480

営業外費用

支払利息 15,801 0 15,801

　　営業外費用合計 15,801 0 15,801

経常利益 2,417 400,000 402,417

特別損失

0 0 0

0 0 0

セキュリティ強化等積立金繰入額 0 400,000 400,000

特別損失合計 0 400,000 400,000

当期純利益 2,417 0 2,417

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで）

符号生成運用経費積立金繰入額

住基ネット再構築平準化等積立金
繰入額

（事業別財務情報（平成３０年度３月補正　予定損益計算書関係））

地方公共団体負担金収入

個人番号カード等関連交付金

符号生成運用経費積立金
取崩収入

長期前受金取崩収入

公的個人認証サービス事業
科            目

自治体中間サーバー関連交付金

符号生成住民票コード提供手数料
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参考資料
様式第6号

（単位：千円）

11月補正後予定額 補　正　額 3月補正後予定額

営業収益 3,026,278 600,000 3,626,278

利息収入 0 0 0

雑収入 480 0 480

前期末未収金 420,000 0 420,000

当期末未収金 △665,500 △600,000 △1,265,500

その他 250,000 0 250,000

資金収入合計 3,031,258 0 3,031,258

事業費 2,212,465 200,000 2,412,465

一般管理費 52,676 0 52,676

固定資産取得費 1,000 0 1,000

保証金支出 0 0 0

リース債務返済支出 767,931 0 767,931

前期末未払金 1,100,412 0 1,100,412

当期末未払金 △693,941 △200,000 △893,941

資金支出合計 3,440,543 0 3,440,543

資金収支差額 △409,285 0 △409,285

前期末現金及び預金 1,467,473 942,097 2,409,570

当期末現金及び預金 1,058,188 942,097 2,000,285

区分

（事業別財務情報（平成３０年度３月補正　資金計画関係））

公的個人認証サービス事業

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで）
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参考資料
様式第7号

（予定貸借対照表関係）

予定前受金及び累積前受金の内容及び金額

（単位：千円）

内　容 予定前受金 累積前受金

住基ネットシステムの機器更改 200,000 444,838

次期ＬＧＷＡＮシステムの更改 0 51,316

次期ＪＰＫＩシステムの更改 250,000 750,000

合　計 450,000 1,246,154

（債務負担行為関係）

債務負担行為の事項、限度額、行為年度及び機構の負担となる年度

（単位：千円）

事　　　　項 限度額 行為年度
機構の負担
となる年度

Ｗｅｂ会議用インターネット回線 120 平成30年度
平成30年度から

平成31年度

「地方自治情報化推進フェア2019」に係る企画・設営・運
営業務委託等

81,000 平成30年度 平成31年度

事務系ＬＡＮサービス 780,000 平成30年度
平成31年度から

平成35年度

自治体情報セキュリティ向上プラットフォーム運用委託 179,280 平成30年度
平成30年度から

平成33年度

プライバシーマーク付与登録 206 平成30年度
平成30年度から

平成31年度

事務局カラー複合機リース 7,780 平成30年度
平成30年度から

平成35年度

子育てワンストップサービスにおける証明書交付センター
用機器等リース

10,964 平成30年度
平成30年度から

平成32年度

証明書交付センターにおけるＢＯＳ冗長化用機器リース 3,599 平成30年度
平成30年度から

平成32年度

個人番号カード対応証明書交付センター用データセンター
賃貸借

44,432 平成30年度
平成30年度から

平成32年度

証明書交付センター保証型監査 40,000 平成30年度
平成30年度から

平成32年度

個人番号カード対応ハードウエア及びソフトウエアリース 18,917 平成30年度
平成30年度から

平成32年度

研究開発事業における第四次ＬＧＷＡＮアクセス回線及び
接続ルータリース

29,134 平成30年度
平成30年度から

平成35年度

地方開催用プロジェクターリース 384 平成30年度
平成30年度から

平成33年度

専門ｅラーニング事業運用委託 15,552 平成30年度
平成30年度から

平成32年度

情報処理事業における第四次ＬＧＷＡＮアクセス回線及び
接続ルータリース

25,000 平成30年度
平成30年度から

平成35年度

情報処理事業におけるシステム監査委託 17,600 平成30年度
平成30年度から

平成32年度

地方税務システム等元号改正対応 7,250 平成30年度
平成30年度から

平成31年度

情報処理部基幹システム機器及びソフトウェアリース 1,064,859 平成30年度
平成30年度から

平成37年度

新データセンター間等イーサネット網回線 10,373 平成30年度
平成30年度から

平成31年度
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参考資料

（単位：千円）

事　　　　項 限度額 行為年度
機構の負担
となる年度

データセンター賃貸借 27,207 平成30年度
平成30年度から

平成31年度

事務機器等リース 2,110 平成30年度
平成30年度から

平成35年度

第三回機器更改関連機器リース 844,009 平成30年度
平成30年度から

平成35年度

市町村一括調達ＰＰライセンス 338,232 平成30年度
平成30年度から

平成34年度

セキュリティ更新プログラム等適用後の住基アプリ動作確
認用機器リース

15,000 平成30年度
平成30年度から

平成35年度

本人確認情報処理事業におけるシステム監査委託 40,000 平成30年度
平成30年度から

平成32年度

ホームページ機能強化対応 31,100 平成30年度
平成30年度から

平成35年度

全国サーバ（新・提供ログ蓄積サーバ）リース及び保守 31,948 平成30年度
平成30年度から

平成35年度

住民基本台帳ネットワークシステムにおけるネットワーク
更改に係る構築・移行及び運用保守業務

13,568,072 平成30年度
平成30年度から

平成36年度

住民基本台帳ネットワークシステムにおける都道府県及び
全国ネットワーク機器等に係るリース・保守及び委託業務

758,407 平成30年度
平成30年度から

平成31年度

住基ネット等の次期機器更改に併せたデータセンター等の
移転

5,923,516 平成30年度
平成31年度から

平成36年度

公的個人認証サービスＡＰ保守等業務 1,200,000 平成30年度
平成31年度から

平成33年度

公的個人認証サービス電子証明書秘密鍵更新業務 66,000 平成30年度
平成30年度から

平成31年度

公的個人認証サービス事業における第四次ＬＧＷＡＮアク
セス回線及び接続ルータリース

6,750 平成30年度
平成30年度から

平成35年度

通知カード及び個人番号カード等に係るコールセンター業
務

5,661,203 平成30年度
平成30年度から

平成35年度

個人番号カード交付申請書受付・発行及び発行管理業務等 5,396,417 平成30年度
平成30年度から

平成31年度

個人番号カード管理システム及び個人番号カード発行委託
システム運用管理支援等業務

459,000 平成30年度
平成30年度から

平成33年度

平成31年度個人番号カード管理システムの運用等に係る助
言型監査業務

20,000 平成30年度 平成31年度

自治体中間サーバー・プラットフォーム次期システムの構
築・運用に係る経費

42,890,849 平成30年度
平成31年度から

平成37年度

自治体中間サーバー・プラットフォーム現行システムの運
用（運用期間の延長）に係る経費

13,208,535 平成30年度
平成31年度から

平成33年度

旧氏対応に伴うディスク増設対応 24,000 平成30年度
平成30年度から

平成32年度

第三次LGWAN運営における認証基盤新規機器リース 48,680 平成30年度
平成29年度から

平成30年度

ＬＧＰＫＩ職責証明書の第四次ＬＧＷＡＮへの移行に伴う
業務

40,000 平成30年度
平成31年度から

平成32年度

第三次LGWANのLGWANポータルサイトの第四次LGWANへの移設
に伴う業務

15,000 平成30年度 平成31年度
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地方公共団体情報システム機構（以下「機構」という。）は、地方公共団体が共同

して運営する組織として、法律に規定された事務等を適切かつ着実に担うことはもと

より、地方公共団体のニーズに即した事業の充実を図り、地方公共団体の行政事務の

合理化及び住民の福祉の増進に寄与するよう、組織・体制の改善強化を行い、次の各

事業を実施する。 

特に、2019年度は、2018年度に改正された政府機関等の情報セキュリティ対策の

ための統一基準に準拠した情報セキュリティ対策の強化、24 時間 365 日を通した安

定的な運用、災害発生時における業務継続等、システムの安全かつ安定的な運用に努

める。また、日本年金機構の情報連携の開始が予定されており、マイナンバー制度の

情報連携の利用範囲拡大に適切に対応するとともに、より強固で安定的なシステムに

するための各種システムの開発・更改等を計画的に実施するほか、中小規模の市町村

への情報化に関する支援を充実する。 

１ 組織・体制の改善強化 

（１）組織・体制 

情報連携の利用範囲の拡大、機構のシステム間の密接な結び付きに対応するた

め、関係する組織の連携強化を図る。各情報システムの点検などを継続的に実施

するとともに、システム開発・改修の標準化のためのチェックリストなどの活用

により、各システムの安全かつ安定的な運営に努める。また、職員の人材育成及

び地方公共団体や民間事業者等からの職員派遣の協力を得て体制の充実・強化を

図り、効果的かつ効率的な業務運営に努めるとともに、情報セキュリティ管理体

制の強化及びコールセンター等の運営体制の強化のための組織改正を行うほか、

地方公共団体及び住民に対して適時適切かつ分かりやすい情報発信に努める。 

（２）内部統制・リスク管理・監査 

関連法規を遵守しつつ、事業活動が効果的かつ効率的に行われることを確保す

るための内部統制に関する活動の実施とその改善を図る。また、新たな体制のも

とで機構のシステム全体の情報セキュリティを確保する等、機構の事業実施等に

係るリスクに的確に対応するとともに、内部監査、外部監査及び監事監査の実施

により業務の適正かつ効率的な運営を確保する。 

（３）委員会 

本人確認情報保護委員会、認証業務情報保護委員会及び機構処理事務特定個人

情報等保護委員会を運営する。 

２ 本人確認情報処理事務等 

住民基本台帳法に基づく本人確認情報処理事務及び行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号とすべき番号の

生成等に係る事務を、セキュリティの確保を図りつつ適正かつ効率的に行う。また、
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制度改正等や次期機器更改及びシステム再構築に向けた対応を行う。 

３ 本人確認情報処理事務関連事務 

住民基本台帳ネットワークシステムに係る都道府県ネットワーク受託事業及び

都道府県サーバ集約センター運営受託事業等を適正かつ効率的に運営する。また、

都道府県ネットワークの更改を進めるとともに、都道府県集約サーバ等の更改の検

討を行う。 

４ マイナンバーカード等の発行 

マイナンバーカード等の発行及びマイナンバーカード管理システムの運営等を

適正かつ効率的に行う。また、制度改正や次期機器更改等に向けた対応を行う。 

５ 公的個人認証サービス 

公的個人認証サービスに係るシステムのセキュリティの確保を図りつつ、電子署

名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律に基づく認証

事務等を適正かつ効率的に行う。また、制度改正や次期システム更改等に向けた対

応を行う。 

６ 情報連携に係る自治体中間サーバー・プラットフォームの運営等 

情報連携に係る自治体中間サーバー・プラットフォームの運営を適正かつ効率的

に行う。日本年金機構の情報連携開始に伴う地方公共団体への大量の情報照会が円

滑に処理できるよう調整を行う。また、次期システムの設計・構築に向けた対応を

行う。 

７ 総合行政ネットワーク 

第四次総合行政ネットワーク（LGWAN）が国民生活にも関係する様々な通信に

利用拡大されてきていることを踏まえ、セキュリティ対策の更なる強化等を進め安

定運用を図る。 

８ 研究開発・調査研究 

マイナンバーカードを活用した証明書のコンビニ交付の促進並びにマイナンバ

ーカードアプリケーション搭載システムなど地方公共団体が共通的に利用できる

情報システムの研究開発、維持管理及び利用の促進を行うとともに、地方公共団体

における自治体クラウド導入の取組を支援する。また、証明書交付センターの２セ

ンター化に向けた対応を行う。 
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９ 教育研修 

デジタル・ガバメントを加速する上で中心的な役割を担う人材の育成を目指して、

情報セキュリティに関する集合研修や遠隔地の自治体でも受講が容易なリモート

ラーニング（ｅラーニング）について、内容の充実及び定員の拡大を図る。また、

情報化に関する体系的な研修や関係団体と連携・共催した研修、地方公共団体が企

画・開催する情報化研修支援等を行う。 

10 地方税・地方交付税等の情報処理事務の受託 

地方税務情報の処理、地方交付税の算定などの業務について、情報セキュリティ

マネジメントシステム（ISMS）認証の維持等により、セキュリティの確保及び個

人情報の保護を図りつつ、円滑な業務運用を行うとともに、地方行財政制度の改正

に伴うシステムの改修等に適切に対応する。また、システム基盤の統合等を実施す

る。 

11 情報化に関する支援 

（１）情報の提供及び助言 

地方公共団体の情報化に役立つ情報を提供するとともに、課題等の把握に努め

る。また、地方公共団体からの相談に対して適切な助言を行い、その対処結果等

の情報を共有化する。 

（２）情報セキュリティ対策支援 

地方公共団体の情報セキュリティレベルの向上を支援するため、セキュリティ

に関する情報を提供するとともに、自治体 CSIRT 協議会を運営し、各団体で取

り組むことが困難なサイバー攻撃等の脅威から守るための対策や訓練の実施を

支援する。また、主に中小規模の市町村における「三層の対策」等の点検を支援

する。 

12 改元対応 

新元号への円滑な移行に向け、機構の運営する情報システムの改修等に万全を期

する。 
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平成３１年度事業実施方針（案） 

地方公共団体情報システム機構 
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2019（平成 31）年度は、地方公共団体情報システム機構（以下「機構」という。）

の発足から６年目、前身の（財）地方自治情報センターから数えると 50 年目となる。 

この間、地方公共団体が共通的に利用できるシステムの研究開発、地方税・地方交

付税等の情報処理事務の受託、地方公共団体職員を対象とした研修を実施した。2001

年４月から総合行政ネットワーク（LGWAN）、2002 年８月からは住民基本台帳ネッ

トワークシステムの運用を開始し、その後、2013 年５月のマイナンバー関連４法の

成立を受けて、2014 年４月から公的個人認証サービスの運用開始、マイナンバー制

度の導入に必要なシステムの開発を行い、2015 年 10 月からマイナンバーの通知、

2016 年１月からマイナンバーカードの発行、同年４月からはマイナンバーを活用し

た情報連携1の開始に向けて自治体中間サーバー・プラットフォーム2の運用を開始し

た。そして、国及び地方公共団体等による総合運用テスト、本番用副本登録作業等を

経て、2017 年 11 月から情報連携の本格運用が開始された。情報連携の利用範囲は順

次拡大されており、2019 年４月以降には、日本年金機構の情報連携（試行運用）開

始が予定されている。また、機構のシステムは、コンビニエンスストア等における証

明書等の自動交付（コンビニ交付3）等、住民サービスにも用いられるようになって

おり、住民の利便性の向上や業務の効率化に寄与している。 

機構は、これらナショナルインフラの一つとも言えるマイナンバー関連のシステム

などの開発・運用を担っていることから、情報セキュリティ対策をはじめとする個人

情報保護対策の徹底と、システムの安定稼働が最も重要な使命である。情報セキュリ

ティ対策については、機構は、サイバーセキュリティ基本法第 13 条に基づく指定法

人に指定されており、2018 年度改定された政府機関等の情報セキュリティ対策のた

めの統一基準（以下「政府統一基準」という。）に準拠し、対策の強化が必要とされ

る。また、安定稼働については、24 時間 365 日を通して安定的に運用するとともに、

災害発生時においても適切に業務を継続することが求められる。このほか、いつでも、

どこでもサービスを利用できる環境の構築等、住民の利便性の更なる向上が重要であ

る。 

2019 年度は、こうした観点を踏まえ、情報セキュリティ対策の強化をはじめ、シ

ステムの安全かつ安定的な運用やサービスの一層の向上に努めるほか、各システムを

より強固で安定的にするための開発・更改等を計画的に実施するとともに、情報連携

の利用範囲の拡大に適切に対応する。また、中小規模の市町村への情報化に関する支

援を充実する。 

もって、地方公共団体のニーズに即した事業の充実を図り、地方公共団体の行政事

務の合理化及び住民の福祉の増進に寄与するよう努めるものとする。 

                                            
1 住民が、行政手続の際に行政機関等に提出する書類（住民票の写し、課税証明書等）を省略可

能とするために、異なる行政機関等の間で専用のネットワークシステムを用いて手続に必要な個

人情報のやり取りを行うこと。 
2 情報連携でやり取りされる個人情報の副本を保有・管理する地方公共団体のサーバ（自治体中

間サーバー）について、その効率的・安定的な運用のために共同化・集約化したもの。 
3 マイナンバーカードを利用して市区町村が発行する証明書（住民票の写し、印鑑登録証明書、

戸籍証明書等）を全国のコンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得できるサービスのこと。 
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１ 組織・体制の改善強化 

（１）組織・体制 

 

機構は、直面する諸課題に適切に対応しながら、地方公共団体情報システム機構法

（以下「機構法」という。）、住民基本台帳法（以下「住基法」という。）、電子署名等

に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律（以下「公的個人認証

法」という。）及び行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律（以下「マイナンバー法」という。）に基づき、本人確認情報処理事務等、

本人確認情報処理事務関連事務、マイナンバーカード等の発行、公的個人認証サービ

ス、情報連携に係る自治体中間サーバー・プラットフォームの運営等、総合行政ネッ

トワーク、研究開発・調査研究、教育研修、地方税・地方交付税等の情報処理事務の

受託、情報化に関する支援等を行う。これらの事業については、事務局、住民基本台

帳ネットワークシステム全国センター、個人番号センター、総合行政ネットワーク全

国センター、システム統括室及び監査室が連携を図りながら着実に実施する。 

また、職員の人材育成及び地方公共団体や民間事業者等からの職員派遣の協力を得

て体制の充実強化を図り、効果的かつ効率的な業務運営に努めるとともに地方公共団

体及び住民に対して適時適切かつ分かりやすい情報発信に努める。 

 

１ ３センター等の連携強化及び情報システムの安全かつ安定的な運営 

マイナンバー制度における情報連携の利用範囲は順次拡大されており、2019 年

４月以降には、日本年金機構の情報連携（試行運用）が開始される予定である。ま

た、機構の各システムの利用の拡大に伴い、システム間の結び付きがより密接にな

っている。こうしたことを踏まえ、住民基本台帳ネットワークシステム全国センタ

ー、個人番号センター、総合行政ネットワーク全国センター及び事務局の連携強化

を図るとともに、地方公共団体の情報化の支援を充実するため事務局各部（情報化

支援戦略部、研究開発部、教育研修部）等の連携強化を図る。 

また、2016 年のカード管理システムの障害等の教訓を踏まえ、システム統括室

を中心として、各情報システムの点検等を継続的に行うとともに、システム開発の

標準化のためのチェックリストの活用及び改善、システム運用の改善、セキュリテ

ィ対策の強化等により、各システムの安全かつ安定的な運営に努める。 

このほか、システム更改に当たり、セキュリティ強化、災害発生時における業務

継続を含むシステムの安定稼働の観点や、施設の老朽化等の課題を踏まえ、システ

ム、施設等をより強固で安定的なものに改善・強化する。 

 

２ 体制の充実・強化 

（１）体制の充実 

限られた人員体制の中で職員を機動的に配置するとともに、地方公共団体及び

民間事業者等からの職員派遣の協力を得るほか、働き方改革を進める等、効果的



 2 / 24 

 

かつ効率的な業務運営に努め、体制の充実・強化を図る。 

また、職員に対して IT スキル及びビジネススキルに係る研修等を計画的に実

施し、地方公共団体の情報化に資する人材の育成を図る。 

 

（２）情報セキュリティ管理体制の強化 

機構の情報セキュリティ管理の強化を図るため、技術面を中心に情報セキュリ

ティ管理を所管する体制として、新たに最高情報セキュリティ責任者及び情報セ

キュリティ委員会を設置し、最高統括リスク管理責任者及びリスク管理委員会と

連携して情報セキュリティ管理を行う。 

 

（３）コールセンター等の運営体制の強化 

2018 年 10 月に統合したマイナンバーカード・公的個人認証サービスの住民向

けコールセンター及び住民基本台帳ネットワークシステム・マイナンバーカー

ド・公的個人認証サービスの地方公共団体向けヘルプデスクを管理する組織を新

たに設けるとともに、機構全体でサービス向上を図る体制を構築する。また、業

務効率化やサービス向上に向け、AI 等の最新技術を試行的に導入する。 

 

３ 情報発信の充実・強化 

機構の業務運営において、ホームページなどを活用し、地方公共団体及び住民に

対して適時適切かつ分かりやすい情報発信に努める。 
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１ 組織・体制の改善強化 

（２）内部統制・リスク管理・監査 

 

関連法規を遵守しつつ、事業活動が効果的かつ効率的に行われることを確保するた

めの内部統制に関する活動を実施するとともに改善を図る。また、機構の事業実施等

に係るリスクに的確に対応するとともに、内部監査、外部監査及び監事監査の実施に

より業務の適正かつ効率的な運営を確保する。 

 

１ 内部統制に関する活動の実施・改善 

関連法規を遵守しつつ、事業活動が効果的かつ効率的に行われることを確保する

ために、内部統制委員会の開催を通じ、内部統制に関する活動の着実な実施と改善

を図る。 

 

２ リスク管理活動（重要なリスクへの対応） 

（１）個人情報保護 

個人情報を適正に管理するため、年間活動計画に基づく個人情報の特定、リス

ク対応、教育、委託先の監督、内部監査及び是正処置などの活動を実施するとと

もにリスク管理委員会を開催し、個人情報の管理態勢の着実な運用と改善を図る。 

また、プライバシーマーク4付与事業者として JIS Q 15001 に適合した個人情

報保護の水準を維持することにより、個人情報保護における安全性及び信頼性の

確保に努める。 

 

（２）情報セキュリティ 

情報セキュリティを確保するため、年間活動計画に基づく情報資産の特定、リ

スク対応、教育、自己点検、内部監査及び是正処置などの活動を実施することに

より、情報資産の管理態勢の着実な運用と改善を図る。また、システム統括室の

所管のもとに、技術面を中心とした情報セキュリティ対策に関する方針を定め、

機構のシステム全体の情報セキュリティを確保するとともに、リスク管理委員会

と連携しつつ、情報セキュリティ委員会を開催することとする。併せて、機構の

システムについてサプライチェーン・リスクの管理に努める。 

このほか、内閣サイバーセキュリティセンター（NISC）による監査等に適切

に対応するとともに、「ISMS5の認定に係る審査」又は「情報セキュリティに係

                                            
4 日本工業規格「JIS Q 15001 個人情報保護マネジメントシステム―要求事項」に適合し、個人

情報について適切な保護措置を講ずる体制を整備している事業者に対し、一般財団法人日本情報

経済社会推進協会 (JIPDEC) により使用を認められる登録商標（サービスマーク）のこと。 
5 Information Security Management System の略。ISO/IEC27001 の国際規格に基づき、組織

が情報資産を適切に管理し、機密を守るための包括的な枠組み。情報資産を扱う際の基本的な方

針(セキュリティポリシー)や、それに基づいた具体的な計画、運用、一定期間ごとの見直しまで含

めた、トータルなリスクマネジメント体系のこと。 
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る外部監査」を受ける部門においては、各基準を満たす運用を着実に行い、認証

等を維持することにより、情報セキュリティの向上に努める。 

さらに、LGWAN を介して機構のシステムに接続する関係機関のシステムを含

め、機構に関連するシステム全体のセキュリティが確保されるよう

LGWAN-ASP サービスの調査等や地方公共団体に対する支援を行う。 

 

（３）コンプライアンス 

役職員の職務の執行に係る法令違反及びその他不正行為等の発生を防止し、業

務の適正を確保するため、年間活動計画に基づく教育、各部門の業務内容に応じ

たリスク分析・評価、内部監査及び是正処置などの活動により、コンプライアン

ス管理態勢の着実な運用と改善を図る。 

 

（４）危機管理 

機構における業務の中断及び阻害を引き起こすインシデントの発生に伴う危

機に適切かつ迅速に対処するため、年間活動計画に基づく教育、緊急時対応訓練

の実施、インシデント報告会の開催、内部監査及び是正処置などの活動を実施す

るとともにリスク管理委員会の開催、専門研修への参加等により、危機管理態勢

の着実な運用と改善を図る。 

 

３ 内部監査 

財務報告の信頼性の確保及び業務の適正かつ効率的な運営の確保を図るため、年

度内部監査計画を策定し計画的かつ着実に内部監査を行う。 

 

４ 外部審査及び外部監査 

機構が保有する個人情報の保護並びに情報システムの安全性及び信頼性を確保

するため、外部監査基本計画に基づき、ISMS 外部審査及び外部監査を受ける。 

 

５ 監事監査 

監事監査規程に基づき、監事による定例監査として決算監査、例月監査及び業務

監査（部門別監査）を行う。 

 

６ サイバーセキュリティ基本法第 13 条に基づく指定法人としての対応 

サイバーセキュリティ基本法第 13 条に基づく指定法人6として、内閣サイバーセ

キュリティセンター（NISC）による監査等を受け、必要な改善を図ることにより

情報セキュリティの向上に努める。 

                                            
6 機構は、2016 年 10 月に、サイバーセキュリティ基本法第 13 条に基づく指定法人とされた。こ

れに伴い政府統一基準への準拠を求められることに加え、NISC による監査及び監視並びにイン

シデント発生時の原因究明調査の協力を受けることとされている。 
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７ 適正な調達の取組 

調達の透明化とコスト削減を推進するため、役職員で構成する調達改善検討委員

会及び外部有識者で構成する契約監視委員会において、調達の点検及び必要な見直

しを行う。 
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１ 組織・体制の改善強化 

（３）委員会 

 

住基法、公的個人認証法、マイナンバー法及び機構法に基づき、次の１～３の委員

会を運営する。 

 

１ 本人確認情報保護委員会の運営 

本人確認情報の保護に関する事項を調査審議する本人確認情報保護委員会を運

営する。 

 

２ 認証業務情報保護委員会の運営 

認証業務情報の保護に関する事項を調査審議する認証業務情報保護委員会を運

営する。 

 

３ 機構処理事務特定個人情報等保護委員会の運営 

機構処理事務特定個人情報等の保護に関する事項を調査審議する機構処理事務

特定個人情報等保護委員会を運営する。 
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２ 本人確認情報処理事務等 

 

住基法に基づく本人確認情報処理事務及びマイナンバー法に基づく個人番号とす

べき番号の生成等に係る事務を、セキュリティの確保を図りつつ適正かつ効率的に行

う。また、制度改正等や次期機器更改及びシステム再構築に向けた対応を行う。 

 

１ 住民基本台帳ネットワークシステム等の運営 

住民基本台帳ネットワークシステム、個人番号付番システム7及び符号生成に係

る住民票コード提供システム8の運営を以下のとおり行う。 

 

（１）全国サーバの運用・監視9 

住民基本台帳ネットワークシステム、個人番号付番システム及び符号生成に係

る住民票コード提供システムを構成する全国サーバの管理・運用を行う。なお、

マイナポータル10と連携するサーバは、休日を含め毎日運用する。 

 

（２）ネットワークの運用・監視 

ネットワークの信頼性・安全性を確保するため、24 時間の監視体制により通

信機器の故障、不正アクセスの監視・解析等を行う｡ 

 

（３）セキュリティの確保 

システムの安全・確実な運用のため、セキュリティ情報の提供、チェックリス

トによる自己点検の実施支援及びシステム運営監査11の実施等、地方公共団体と

連携してセキュリティ対策の強化を図る｡ 

 

（４）セキュリティ意識の向上及び安全･正確性確保のための研修会の開催 

セキュリティ意識の向上及びシステムの安全かつ正確な運営を図るため、地方

公共団体、国の行政機関等の担当者を対象とした研修会を開催する。 

 

２ 住民基本台帳ネットワークシステム等の改善 

女性活躍推進に向けたマイナンバーカード等の記載事項の充実に係るシステム

改修として、住民基本台帳及びマイナンバーカードに旧氏（旧姓）を併記すること

                                            
7 個人番号とすべき番号を生成し、市町村長に通知するシステムのこと。 
8 各情報保有機関又はマイナポータルからの符号の生成要求に基づいて、情報提供ネットワーク

システムに住民票コードの提供を行うシステムのこと。 
9 国の行政機関への本人確認情報の提供や情報連携に係る住民票コードの提供等を含む。 
10 国、地方公共団体の行政機関等における自らの特定個人情報の利用状況や保有情報、行政機関

等からの通知等を閲覧できる機能を有する、国民一人ひとりに設けられるポータルサイトのこと。 
11 2019 年度末で全市区町村（1,741 団体）の監査を終える予定。 
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が可能となるよう、改修したシステムを導入する。 

 

３ 次期機器更改 

（１）業務アプリケーションの改修等 

都道府県及び市区町村に設置される機器の更改に合わせ、システムの安定稼働

等 を目的とした業務アプリケーションの改修を行い、2019 年 12 月までに導入

する。さらに、2021 年度に予定している全国サーバ・都道府県サーバの機器の

更改に向けて、セキュリティの強化及び運用の効率化等を踏まえて業務アプリケ

ーションの改修等を進める。 

 

（２）ネットワークの構築 

可用性の向上等に向けた 新たな全国ネットワークの構築を進め、2020 年 1 月

までに移行する。 

 

４ 本人確認情報の提供等 

国の行政機関等に対する本人確認情報の提供及び公的個人認証サービスに係る

認証局に対する異動等情報の提供を行う。 

 

５ 情報連携に係る住民票コードの提供 

各情報保有機関又はマイナポータルからの符号の生成要求に基づいて、情報提供

ネットワークシステムに住民票コードの提供を行う。また、各情報保有機関への運

用支援を引き続き行う。 

 

６ システム再構築 

マイナンバー制度導入以降、住民基本台帳ネットワークシステムに一層の安定的

な運用が求められている一方、開発当初から約 20 年が経過し、システムが複雑化

するとともに、使用されている技術も旧くなっていることなどを踏まえて、システ

ムを再構築することとし、次期機器更改に合わせてオペレーティングシステムを見

直すなど、運用の安定性や効率性を高めるための見直しを順次実施する。 
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３ 本人確認情報処理事務関連事務 

 

住民基本台帳ネットワークシステムに係る都道府県ネットワーク受託事業及び都

道府県サーバ集約センター運営受託事業等を適正かつ効率的に運営する。また、都道

府県ネットワークの更改を進めるとともに、都道府県集約サーバ等の更改の検討を行

う。 

 

１ 都道府県ネットワーク監視及び保守受託事業等 

（１）都道府県ネットワークの監視・保守受託 

都道府県ネットワークの安定的な運用を図るため、24時間の監視体制により、

全都道府県のネットワーク機器及び自営網を除く 28 都道府県の通信回線の状態

を監視し、保守を行う。 

 

（２）次期機器更改 

可用性の向上等に向けた 新たなアクセス回線やネットワークの構築を進め、

2020 年１月末までに移行する。 

 

２ 都道府県サーバ集約センター運営受託事業等 

（１）都道府県サーバ集約センター運営受託 

全国の都道府県サーバを一つに集めた都道府県集約サーバの運用及び保守並

びに都道府県集約サーバと各都道府県とを結ぶ集約ネットワークの監視及び保

守等を行う。 

 

（２）次期機器更改 

2021 年度の都道府県集約サーバ及び集約ネットワークの次期更改について、

セキュリティ強化及び安定運用の観点を踏まえて検討する。 

 

３ 住民基本台帳人口移動報告用データ作成業務 

全国サーバで保持している本人確認情報から毎月転入者のデータを総務省統計

局等に提供する。 
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４ マイナンバーカード等の発行 

 

マイナンバーカード等の発行及びマイナンバーカード管理システムの運営等を適

正かつ効率的に行う。また、制度改正や次期機器更改等に向けた対応を行う。 

 

１ マイナンバーカード等の発行及びシステムの運営 

（１）マイナンバーカード等の発行及びシステムの運営 

市区町村からの委任により、通知カード及びマイナンバーカードを発行すると

ともに、必要なデータの作成や発行状況等を管理するためのシステムの安全かつ

安定的な運営に努める。 

 

（２）カード管理システム等次期機器更改 

2021 年度の次期機器更改に向けて、セキュリティ強化及び安定稼働の視点を

踏まえたシステム要件の検討を行うとともに、システム開発事業者等の調達を

2019 年度から 2020 年度にかけて行う。 

 

２ 女性活躍推進等に対応したマイナンバーカード等の記載事項の充実に係るシス

テム改修 

マイナンバーカードに旧氏（旧姓）等を併記することが可能となるよう、改修し

たシステムを導入する。 
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５ 公的個人認証サービス 

 

公的個人認証サービス12に係るシステムのセキュリティの確保を図りつつ、公的個

人認証法に基づく認証事務等を適正かつ効率的に行う。また、制度改正や次期システ

ム更改等に向けた対応を行う。 

 

１ 署名用電子証明書及び利用者証明用電子証明書に係る認証局の運営 

（１）署名用電子証明書13及び利用者証明用電子証明書14に係る認証局の運用 

公的個人認証法に基づく認証局として、署名用電子証明書及び利用者証明用電

子証明書の発行及び失効並びに失効情報の作成及び提供等に係る認証事務を適

切に行うとともに、認証局に係るシステムの安全かつ安定的な運営に努める。 

 

（２）次期システム更改  

2021 年度に予定しているサービス向上等に向けた次期システム更改について、

設計開発及び機器等の調達を進める。 

 

（３）セキュリティの強化等 

セキュリティの強化としてバックアップ媒体の外部保管を行うとともに、今後

のデータベースの暗号化に向け、財源の積立を行う。また、公的個人認証サービ

スの利便性の向上に向け、利用者クライアントソフトについて Edge や Chrome

等のブラウザへの対応を行う。 

 

２ 署名検証者及び利用者証明検証者に対する失効情報等の提供 

（１）国・地方公共団体の行政機関等 

オンライン申請等を行う国・地方公共団体の行政機関等の署名検証者及び利用

者証明検証者に対して失効情報等を適切に提供する。 

 

（２）総務大臣の認定を受けた民間事業者等15 

総務大臣の認定を受けた民間事業者から提出された署名検証者及び利用者証

明検証者に係る届出等の処理、失効情報の提供等に必要な技術的支援、失効情報

の提供等を適切に行う。また、暗証番号の入力を求めない、いわゆる「PIN なし

                                            
12 インターネットを通じて安全・確実な行政手続き等を行うために、他人によるなりすまし申請

や電子データが通信途中で改ざんされていないことを確認するための機能を全国どこに住んでい

る人に対しても提供するもの。 
13 インターネットで電子文書を送信する際などに、文書が改ざんされていないかどうか等を確認

することができる仕組みに用いる電子証明書のこと。 
14 インターネットを閲覧する際などに、利用者本人であることを証明する仕組みに用いる電子証

明書のこと。 
15 2019 年２月末現在で累計 37 事業者 
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認証」について安全性を確保し、電子証明書の多様な利用形態を実現する。 

 

３ 女性活躍推進等に対応したマイナンバーカード等の記載事項の充実等に係るシ

ステム改修等 

マイナンバーカード等に旧氏（旧姓）を併記することが可能となるよう、改修し

たシステムを導入する。 

  



 13 / 24 

 

６ 情報連携に係る自治体中間サーバー・プラットフォームの運営等 

 

情報連携に係る自治体中間サーバー・プラットフォームの運営を適正かつ効率的に

行う。また、次期システムの設計・構築に向けた対応を行う。 

 

１ 自治体中間サーバー・プラットフォームの運営 

自治体中間サーバーシステムを共同化・集約化した自治体中間サーバー・プラッ

トフォームを LGWAN-ASP サービスとして地方公共団体に提供するとともに、

2019 年６月版のデータ標準レイアウト改版に係るテスト及び副本登録作業等が円

滑に進められるよう、必要な情報の提供や問合せ対応等、地方公共団体の支援を行

う。また、日本年金機構の情報連携開始に伴う地方公共団体への大量の情報照会が

円滑に処理できるよう、必要な調整を行うとともに、計画的な運用及び２４時間監

視等により、安全かつ安定的な運営に努める。 

 

２ 自治体中間サーバー・ソフトウェアの保守 

自治体中間サーバー・ソフトウェアについて、地方公共団体からの要望等への対

応等、必要な改修を行う。また、当該ソフトウェアに関する必要な情報の提供や問

合せ対応等、地方公共団体の支援を行う。 

 

３ 自治体中間サーバー・プラットフォームの次期システムの設計・構築  

マイナポータル利用者及び地方公共団体の利便性向上に向けた自治体中間サー

バー・プラットフォームの次期システムの設計・構築を 2019 年４月から 2020 年

８月にかけて行う。その後、地方公共団体におけるテストを経て、地方公共団体ご

とに段階的に移行を進め、2021 年７月には全ての地方公共団体の移行を完了する。 
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７ 総合行政ネットワーク 

 

第四次総合行政ネットワーク（LGWAN）が国民生活にも関係する様々な通信に利

用拡大されてきていることを踏まえ、セキュリティ対策の更なる強化等を進め安定運

用を図る。 

 

１ 総合行政ネットワークの運営管理 

（１）ネットワークの運用 

ネットワークの 24 時間の監視体制により、障害やセキュリティ・インシデン

トの迅速な検知及び対応を行うとともに、接続団体に対する支援を行う。 

また、セキュリティを取り巻く状況の変化に対応できるよう情報収集に努め、

状況に応じた対策に取り組むとともに、ネットワークの監視体制のさらなる強化

を行い、LGWAN への不正な通信を検知した場合には、LGWAN との接続を遮断

する等、迅速に対応する。 

併せて、安定的な通信を行うことができるよう必要な通信帯域を確保する。 

 

（２）LGWAN アプリケーションの提供等 

電子メール及びポータルサイトの運営等による LGWAN アプリケーションサ

ービスを引き続き提供するとともに、LGWAN-ASP16サービス17（地方税電子申

告や自治体クラウド等）の登録・接続審査等を行う。また、LGWAN-ASP のセ

キュリティを確保するため、LGWAN-ASP のセキュリティ対策の調査等を行う。 

 

２ 第四次地方公共団体組織認証基盤（LGPKI）の安全かつ安定的な運営 

本年度から本格運用に入る第四次 LGPKI については、登録分局18との連携によ

り、各利用者が第三次から円滑に移行できるよう引き続き支援するとともに、安全

かつ安定的な運営に努める。 

 

３ インターネット・サービス・プロバイダ（ISP19）事業 

LG.JP ドメイン名に関する地方公共団体からの登録申請等の審査や IPアドレス

の割り当て等の管理を行う。  

                                            
16 ASP はアプリケーションソフトの機能をネットワーク経由で顧客に提供する事業者のこと。

LGWAN－ASP は、LGWAN を介して顧客である地方公共団体の職員に各種行政事務サービスに

係るアプリケーションソフトの機能を提供するもの。 
17 2019 年２月末現在で 1,977 サービス 
18 地方公共団体内の各部署からの証明書発行申請の審査等を行うために各地方公共団体に設け

た組織。 
19 インターネットを利用するユーザに対して、インターネットへ接続する手段をサービスとして

提供する事業者のこと。 
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８ 研究開発・調査研究 
 

マイナンバーカードを活用した証明書のコンビニ交付の促進並びにマイナンバー

カードアプリケーション搭載システム20など地方公共団体が共通的に利用できる情報

システムの研究開発、維持管理及び利用の促進を行うとともに、地方公共団体におけ

る自治体クラウド導入の取組を支援する。 

 

１ マイナンバーカード利活用促進事業 

マイナンバーカード等を活用した、コンビニエンスストア等のキオスク端末での

証明書等の自動交付に必要な証明書交付センターの安定運用等を図るとともに、

2016 年 12 月のアクションプログラム21を踏まえ、引き続きコンビニ交付サービス

の普及促進に取り組む22。また、コンビニ交付サービスの更なるセキュリティ向上

及び安定稼働のため、証明書交付センターの２センター化（2020 年度移行）を進

める。 

 

２ 自治体クラウド導入取組促進事業 

コスト削減、業務負担の軽減及び情報セキュリティ向上に資する自治体クラウド

の導入を促進するため、基幹系の情報システムのクラウド化・共同化に取り組む市

区町村を対象に助成するとともに、助成団体の事業成果、先進的取組事例等を紹介

する地方公共団体向けセミナーを全国３箇所で開催する。 

加えて、自治体クラウド導入に向けた検討を行う市区町村が増加していることか

ら、より多くの市区町村に専門家を派遣することで、自治体クラウド導入に係る計

画策定等を支援する。 

併せて、情報システムの更改時における円滑なデータ移行のため、地方公共団体

及び事業者が共通的に利用できる「中間標準レイアウト仕様23」を維持管理すると

ともに利用を促進する。 

 

３ 被災者支援システム24サポート事業 

東日本大震災以降、市区町村等からの利用申請や問合せ等が継続している「被災

者支援システム」について、その導入手続や操作方法等に関するサポートを行う。 

                                            
20 マイナンバーカードの IC チップの空き領域（拡張利用領域）に、様々なサービス（公務員身

分証等）で利用するためのカードアプリケーションを搭載するシステムのこと。 
21 2016 年 12 月に内閣官房及び総務省等が策定・公表したワンストップ・カードプロジェクト ア

クションプログラムのこと。 
22 2018 年度末で 602 団体、対象人口は、約 9,467 万人となる見込み。 
23 市区町村の情報システム更改においてデータ移行を円滑に行うため、移行データの項目名称、

データ型、桁数及びその他の属性情報等を標準的な形式として定めた移行ファイルのレイアウト

仕様のこと。 
24 阪神・淡路大震災で被災した西宮市が開発を行ったシステムで、「被災者台帳」及び「被災住

家等台帳」を管理する被災者支援システムを中核とし、避難所関連、緊急物資管理、仮設住宅管

理等のサブシステム群から構成。 
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４ 地方公会計標準システムサポート事業 

地方公会計標準システムを維持管理するとともに、事業終了（2021 年度）まで

の間、システムを利用する地方公共団体に対し、保守等のサービスを適切に提供す

る。 
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９ 教育研修 

 

デジタル・ガバメントを加速する上で中心的な役割を担う人材の育成を目指して、

情報セキュリティに関する集合研修や遠隔地の自治体でも受講が容易なリモートラ

ーニング（ｅラーニング）について、より内容の充実を図る。また、情報化に関する

体系的な研修や関係団体と連携・共催した研修、地方公共団体が企画・開催する情報

化研修支援等を行う。 

 

１ 情報セキュリティ研修 

地方公共団体における情報セキュリティ対策の抜本的強化に向けた取組が求め

られていることを踏まえ、新任の情報化担当者に必要な専門知識の修得及び実効性

のあるセキュリティ対策が実施できる人材の育成を図るとともに、情報セキュリテ

ィの最新動向に関する研修を新規に開催する（無料。２セミナーで８回開催。募集

定員 800 人）。 

また、情報セキュリティマネジメントセミナー及び情報セキュリティ監査セミナ

ーを引き続き開催する（２セミナーで５回開催。募集定員 258 人）。 

加えて、地方公共団体における一般職員向けの情報セキュリティに関する意識の

向上や個人情報の取扱いに関する一般知識の向上等を図るため、リモートラーニン

グ（ｅラーニング）を拡充する(無料。５コース。募集定員 350,000 人)。特に「情

報セキュリティコース25」については、内容の充実を図るとともに、全地方公共団

体の職員が受講するよう努める。 

さらに、都道府県が管内市町村職員を対象に企画し主催する情報セキュリティ及

び特定個人情報等の集合研修に対して、必要な経費の助成等の支援を引き続き行う。 

 

２ 情報化に関する体系的な研修 

従来から実施している情報化に関する体系的な研修について、業務改革やシステ

ム企画の現場において、関係者同士の意見の対立を解消し、合意形成を得るために

必要な調整力を修得する研修や、コストや労働時間等の課題解決を図るためのＲＰ

Ａ26活用についての研修を新規に開催する。（15 セミナーで 36 回開催。募集定員

2,400 人）。 

さらに、より情報システムの専門的知識を修得したい職員や業務都合などで集合

研修を受講することが難しい職員を対象に、ICT 基礎、ICT ネットワーク基礎及び

ICT 調達事務などを学習する専門的なコースをリモートラーニング（ｅラーニング）

により提供する（６コース、募集定員 4,000 人）。 

 

                                            
25 地方公共団体の日常業務における機密情報や個人情報の安全な取扱いなど、全ての地方公共団

体職員に必要となる事項を取り扱うコースのこと。 
26 Robotics Process Automation の略。AI 等の技術を用いて、業務効率化・自動処理を行うこと。 
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３ 情報化研修支援 

地方公共団体が自ら企画し開催する情報セキュリティ、個人情報保護等の情報化

研修を支援するとともに、セミナーの専門講師についても紹介する。 

また、地方公共団体が職員研修用に活用できるよう、セミナーを撮影した動画の

配信、テキストの提供及び機構が作成した情報セキュリティに関するテキストを

DVD 等で提供するとともに、管理職向けの共通テキストを作成する。 

 

４ 関係団体との連携・共催 

個人情報保護委員会と連携し、特定個人情報の適正な取扱いに関する研修を実施

する（３セミナーで 10 回開催（再掲））。 

市町村アカデミーとの共催により「ICT による情報政策」研修を開催する（１回

開催）。 
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10 地方税・地方交付税等の情報処理事務の受託 

 

地方税務情報の処理、地方交付税の算定などの業務について、情報セキュリティマ

ネジメントシステム（ISMS）認証の維持等により、セキュリティの確保及び個人情

報の保護を図りつつ、円滑な業務運用を行う。 

また、地方行財政制度の改正に伴うシステムの改修等に適切に対応するとともに、

2019、20 年度において、運用管理の効率化等を図るため、システム基盤の統合等を

実施する。 

 

１ 地方税務情報の処理 

都道府県及び市区町村等から委託を受け、次の地方税務情報に係る情報処理を行

う。 

 

（１）自動車登録・検査情報 

自動車税の課税事務に必要な自動車登録・検査情報に係る処理を行う。 

 

（２）自動車取得税額情報 

自動車取得税の課税事務に必要な税額情報に係る処理を行う。 

 

（３）たばこ流通情報 

道府県たばこ税の課税の適正化に必要なたばこの流通情報に係る処理を行う。 

 

（４）軽油流通情報 

軽油引取税の課税の適正化に必要な軽油の流通情報に係る処理を行う。 

 

（５）地方消費税清算情報 

地方消費税における都道府県間の清算情報に係る処理を行う。 

 

（６）軽自動車検査情報 

軽自動車税の課税事務に必要な軽自動車検査情報に係る処理を行う。また、シ

ステム基盤の統合等を行う。 

 

２ 地方交付税及び地方特例交付金算定事務の処理 

国及び都道府県から委託を受け、都道府県における市町村分普通交付税及び地方

特例交付金の算定事務等について円滑な処理を行う。 
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３ 全国町・字ファイル27の提供 

全国町・字ファイルを申込みのあった地方公共団体等に対し提供する。 

 

４ 都道府県税務情報処理協議会の支援 

都道府県の税務事務に係る情報処理の円滑な推進を図るため、都道府県税務情報

処理協議会の運営を支援する。 

  

                                            
27 町・字・丁目までの最新の地名約 66 万件を収録したファイル。 



 21 / 24 

 

11 情報化に関する支援 

（１）情報の提供及び助言 

 

地方公共団体の情報化に役立つ情報を提供するとともに、課題等の把握に努める。

また、地方公共団体からの相談に対して適切な助言を行い、その対処結果等の情報を

共有化する。 

 

１ 情報提供 

地方公共団体における情報化を促進するために必要な代表的運用事例や特集テ

ーマなどを掲載する、地方公共団体向けの月刊誌（月刊Ｊ－ＬＩＳ）を発行する。 

また、機構の事業を今まで以上に利用してもらうため、機構ホームページにおい

て充実したコンテンツを継続して提供するとともに、メールマガジン等での情報提

供や、必要に応じて、地方公共団体への直接訪問を行う。 

 

２ 課題等の把握 

機構の事業に地方公共団体のニーズを反映するため、月刊誌（月刊Ｊ－ＬＩＳ）、

地方自治情報化推進フェア等に関するアンケート調査を適時適切に行う。 

また、地方公共団体相互及び地方公共団体と機構の情報交流等を促進するため、

全国都道府県情報管理主管課長会等との連携を図る。 

 

３ 相談･助言 

地方公共団体からの相談について、把握した課題や相談内容をすみやかに機構内

で共有化し、機構の有する知見などを活用し、適切かつ迅速に対応する。 

また、情報化に関する専門家のアドバイスや他の地方公共団体のノウハウ（先進

事例）が必要な場合には、アドバイザーとして、専門家等の紹介や派遣を行う。 

 

４ 情報の共有化 

地方支援アドバイザーへの相談内容やその対処結果について整理し、機構内での

共有化はもとより、ホームページやメールマガジン等で公開し、全地方公共団体で

の共有化を図る。 

また、市町村職員による情報化に関する研究会を実施し、その研究報告書を全地

方公共団体に公開する。 

 

５ 「地方自治情報化推進フェア２０１９」の開催 

電子自治体の実現に資する最新システムの展示、講演会及びベンダープレゼンテ

ーション等を行う、地方公共団体のＩＣＴに関する総合展を開催する。 
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11 情報化に関する支援 

（２）情報セキュリティ対策支援 

 

地方公共団体の情報セキュリティレベルの向上を支援するため、セキュリティに関

する情報を提供するとともに、自治体 CSIRT 協議会を運営し、各団体で取り組むこ

とが困難なサイバー攻撃等の脅威から守るための対策や訓練の実施を支援する。 

また、主に中小規模の市町村における「三層の対策28」等の点検を支援する。 

 

１ 自治体 CSIRT 協議会の運営 

情報セキュリティ事故発生時の対応能力を向上させるため、地方公共団体に設置

されている CSIRT29の全国的な連携組織として設立した自治体 CSIRT 協議会によ

り、情報セキュリティ事故を想定した訓練への支援を行うほか、マニュアルの提供

やアドバイザーの派遣により CSIRT の設置や運用を支援するとともに、自治体間

の情報共有を推進する。 

訓練支援については、市区町村における情報セキュリティ事故を想定した緊急時

対応訓練への支援について、引き続き 2016 年度に作成した情報セキュリティ対応

ハンドブックを活用した訓練ツール（訓練シナリオやマニュアル類一式）を活用す

るとともに、訓練の全体進行を行うコーディネーター（J-LIS 職員及びコンサルタ

ント）を中小規模の市町村を中心に派遣するほか、新たに CSIRT 設置団体向けの

高度な訓練の支援等を行う。 

 

２ 自治体情報セキュリティ向上プラットフォーム 

地方公共団体のLGWAN接続系にあるパソコン及びサーバのOSやウイルス対策

ソフトの更新プログラムを LGWAN-ASP で配信する。 

 

３ 情報セキュリティに関する情報提供 

個人情報漏えい等情報セキュリティ関連の事故情報やセキュリティ注意喚起情

報等をポータルサイトから提供するほか、最新のセキュリティ情報及び先進的な取

組を行っている地方公共団体の事例を「J-LIS Security News」等により定期的に

地方公共団体へメール配信する。 

  

                                            
28 個人情報の流出を徹底して防止するため、マイナンバー利用事務系、LGWAN 接続系、インタ

ーネット接続系の三層のネットワークを分離すること。 
29 Computer Security Incident Response Team の略。コンピュータセキュリティに係るインシ

デントに対処するための組織。インシデント発生時には、連絡受付、分析、初動対応、復旧措置、

再発防止策の検討、事後対応などを行う。 
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４ 自治体 CEPTOAR30業務 

内閣サイバーセキュリティセンター（NISC）から提供される重要インフラ分野

で共有すべきＩＴ障害等の情報を、LGWAN メール等で全地方公共団体に一斉配信

する。 

 

５ 地方公共団体における「三層の対策」等の点検 

地方公共団体における情報セキュリティの確保を支援するため、主に中小規模の

市町村を対象に「三層の対策」等の取組状況の確認及び助言を行う。 

  

                                            
30 Capability for Engineering of Protection, Technical Operation, Analysis and Responseの略。

第１次情報セキュリティ基本計画（2006 年２月２日）に基づき、ＩＴ障害の未然防止等のため政

府等から提供されるセキュリティ情報について関係重要インフラ分野で共有するため、各重要イ

ンフラ分野（情報通信、金融、航空、鉄道、政府・行政サービス（地方公共団体を含む）等の 13

分野 17 事業）内で整備する「情報共有・分析機能」のこと。 
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12 改元対応 

 

2019 年４月１日に新元号が公表されることを踏まえ、新元号への円滑な移行に向

け、機構の運営する情報システムの改修等に万全を期する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年度予算（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方公共団体情報システム機構 
 

 

 

 

 

議案第３号 



様式第1号

（単位：千円）

金額

流動資産
現金及び預金 27,574,275
未収金 11,077,349
前払金 0
貯蔵品 29
流動資産合計 38,651,653

固定資産
有形固定資産

建物 106,705
備品 26,966
建設仮勘定 354,391
リース資産 4,070,478
有形固定資産合計 4,558,540

無形固定資産
電話加入権 3,042
ソフトウェア 89,894
リース資産 160,479
無形固定資産合計 253,415

投資その他の資産
投資有価証券 100,000
保証金 444,478
投資その他の資産合計 544,478

固定資産合計 5,356,433
資産合計 44,008,086

流動負債
未払金       27,053,667
未払法人都民税 70
預り金 10,589
賞与引当金 114,370
役員賞与引当金 8,547
リース債務 1,536,800
流動負債合計 28,724,043

固定負債
長期前受金 1,219,000
退職給付引当金 668,207
住基ネット再構築平準化等積立金 3,565,888
符号生成運用経費積立金 1,493,916
セキュリティ強化等積立金 600,000
リース債務 2,715,733
資産除去債務 431,478
固定負債合計 10,694,222

負債合計 39,418,265

地方公共団体出資金 134,000
利益剰余金

積立金 3,321,990
公的個人認証サービス事業財政調整積立金 942,097
システム開発積立金 191,734
利益剰余金合計 4,455,821

純資産合計 4,589,821
    負債及び正味財産合計負債純資産合計 44,008,086

純資産の部

平成３１年度　予定貸借対照表
（平成３２年３月３１日現在）

科            目

資産の部

負債の部

- 1 -



様式第2号

（単位：千円）

金額

営業収益

事業負担金収入 301,104

個人番号カード等関連交付金 14,998,168

自治体中間サーバー関連交付金 10,257,501

地方公共団体負担金収入 5,158,608

負担金収入 445,053

事業収入 6,641,147

情報提供手数料 4,946,000

符号生成住民票コード提供手数料 250,000

発行手数料 1,000

情報開示手数料 1

補助金等収入 355,000

長期前受金取崩収入 1,332,316

住基ネット再構築平準化等積立金取崩収入 2,452,500

440,000

営業収益合計 47,578,398

営業費用

事業費 44,412,824

一般管理費 739,322

　　営業費用合計 45,152,146

営業利益 2,426,252

営業外収益

受取利息 210

有価証券利息 20

雑収入　　 100,919

　　営業外収益合計 101,149

営業外費用

支払利息 37,262

　　営業外費用合計 37,262

経常利益 2,490,139

特別損失

2,220,000

符号生成運用経費積立金繰入額 230,000

セキュリティ強化等積立金繰入額 200,000

特別損失合計 2,650,000

当期純利益 △ 159,861

平成３１年度　予定損益計算書
（平成３１年４月１日から平成３２年３月３１日まで）

科            目

符号生成運用経費積立金取崩収入

住基ネット再構築平準化等積立金繰入額

- 2 -



様式第3号

（単位：千円）

金額

営業収益 43,353,582

利息収入 230

雑収入 100,919

前期末未収金 12,833,313

当期末未収金 △11,077,349

その他 450,000

資金収入合計 45,660,695

事業費 42,241,963

一般管理費 719,959

固定資産取得費 12,821

保証金支出 1,100

建設仮勘定支出 354,391

リース債務返済支出 2,125,421

前期末未払金 20,913,309

当期末未払金 △27,053,737

資金支出合計 39,315,227

資金収支差額 6,345,468

前期末現金及び預金 21,228,807

当期末現金及び預金 27,574,275

平成３１年度　資金計画

区分

（平成３１年４月１日から平成３２年３月３１日まで）

- 3 -



様式第4号

（事業別財務情報（平成３１年度　予定貸借対照表関係））

（単位：千円）

一般事業
本 人 確 認
情 報 処 理
事 業

公的個人認証
サービス事業

個人番号ｶｰﾄﾞ
発 行 等 事 業

中間サー バー
共同化・集約化
等 事 業

総 合 行 政
ネットワーク
運 営 事 業

本人確認情報
処 理 事 業
関 連 事 業

合  計

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,722,727 6,064,836 2,977,209 2,319,047 9,990,467 1,260,811 239,178 27,574,275

未収金 537,604 1,281,500 1,852,000 7,374,486 0 29,000 2,759 11,077,349

前払金 0 0 0 0 0 0 0 0

貯蔵品 29 0 0 0 0 0 0 29

流動資産合計 5,260,360 7,346,336 4,829,209 9,693,533 9,990,467 1,289,811 241,937 38,651,653

固定資産

有形固定資産

建物 13,473 51,454 1,805 21,194 1,225 17,554 0 106,705

備品 1,945 14,164 55 8,690 268 1,844 0 26,966

建設仮勘定 56,161 170,609 80,346 47,275 0 0 0 354,391

リース資産 432,359 1,841,161 370,276 206,576 0 153,523 1,066,583 4,070,478

有形固定資産合計 503,938 2,077,388 452,482 283,735 1,493 172,921 1,066,583 4,558,540

無形固定資産

電話加入権 2,705 246 0 0 0 91 0 3,042

ソフトウェア 89,894 0 0 0 0 0 0 89,894

リース資産 641 159,838 0 0 0 0 0 160,479

無形固定資産合計 93,240 160,084 0 0 0 91 0 253,415

投資その他の資産

投資有価証券 100,000 0 0 0 0 0 0 100,000

保証金 132,931 239,956 0 12,147 0 59,444 0 444,478

投資その他の資産合計 232,931 239,956 0 12,147 0 59,444 0 544,478

固定資産合計 830,109 2,477,428 452,482 295,882 1,493 232,456 1,066,583 5,356,433

資産合計 6,090,469 9,823,764 5,281,691 9,989,415 9,991,960 1,522,267 1,308,520 44,008,086

負債の部

流動負債

未払金       2,737,350 1,843,788 2,003,967 9,694,748 9,966,106 753,190 54,518 27,053,667

未払法人都民税 70 0 0 0 0 0 0 70

預り金 10,589 0 0 0 0 0 0 10,589

賞与引当金 36,807 31,065 8,724 16,398 6,556 14,820 0 114,370

役員賞与引当金 2,137 2,393 513 1,453 598 1,453 0 8,547

リース債務 105,657 585,385 378,865 201,983 0 45,855 219,055 1,536,800

流動負債合計 2,892,610 2,462,631 2,392,069 9,914,582 9,973,260 815,318 273,573 28,724,043

固定負債

長期前受金 0 219,000 1,000,000 0 0 0 0 1,219,000

退職給付引当金 369,167 176,523 15,667 0 18,489 88,361 0 668,207

0 3,565,888 0 0 0 0 0 3,565,888

符号生成運用経費積立金 0 1,493,916 0 0 0 0 0 1,493,916

セキュリティ強化等積立金 0 0 600,000 0 0 0 0 600,000

リース債務 332,822 1,427,061 0 0 0 107,968 847,882 2,715,733

資産除去債務 0 305,914 0 12,578 0 112,986 0 431,478

固定負債合計 701,989 7,188,302 1,615,667 12,578 18,489 309,315 847,882 10,694,222

負債合計 3,594,599 9,650,933 4,007,736 9,927,160 9,991,749 1,124,633 1,121,455 39,418,265

純資産の部

地方公共団体出資金 134,000 0 0 0 0 0 0 134,000

利益剰余金

積立金 2,170,136 172,831 331,858 62,255 211 397,634 187,065 3,321,990

0 0 942,097 0 0 0 0 942,097

システム開発積立金 191,734 0 0 0 0 0 0 191,734

利益剰余金合計 2,361,870 172,831 1,273,955 62,255 211 397,634 187,065 4,455,821

純資産合計 2,495,870 172,831 1,273,955 62,255 211 397,634 187,065 4,589,821

    負債及び正味財産合計負債純資産合計 6,090,469 9,823,764 5,281,691 9,989,415 9,991,960 1,522,267 1,308,520 44,008,086

科            目

（平成３２年３月３１日現在）

公的個人認証サービス事業
財政調整積立金

住基ネット再構築平準化等
積立金

- 4 -



様式第5号

（事業別財務情報（平成３１年度　予定損益計算書関係））

（単位：千円）

科            目 一般事業
本 人 確 認
情 報 処 理
事 業

公 的 個 人 認 証
サ ー ビ ス 事 業

個 人 番 号 ｶ ｰ ﾄ ﾞ
発 行 等 事 業

中 間 サ ー バ ー
共同化・集約化
等 事 業

総 合 行 政
ネ ッ ト ワ ー ク
運 営 事 業

本 人 確 認 情 報
処 理 事 業
関 連 事 業

合　計

営業収益

事業負担金収入 301,104 0 0 0 0 0 0 301,104

0 0 2,623,722 12,374,446 0 0 0 14,998,168

0 0 0 0 10,257,501 0 0 10,257,501

0 1,114,759 2,156,000 0 0 1,887,849 0 5,158,608

92,294 0 0 0 0 350,000 2,759 445,053

3,985,341 221,430 0 0 0 0 2,434,376 6,641,147

0 4,876,000 70,000 0 0 0 0 4,946,000

0 250,000 0 0 0 0 0 250,000

0 0 1,000 0 0 0 0 1,000

0 1 0 0 0 0 0 1

355,000 0 0 0 0 0 0 355,000

0 1,281,000 0 0 0 51,316 0 1,332,316

0 2,452,500 0 0 0 0 0 2,452,500

0 440,000 0 0 0 0 0 440,000

営業収益合計 4,733,739 10,635,690 4,850,722 12,374,446 10,257,501 2,289,165 2,437,135 47,578,398

営業費用

事業費 4,987,527 7,834,501 4,476,038 12,243,179 10,223,898 2,229,477 2,418,204 44,412,824

一般管理費 309,163 190,116 70,507 79,586 31,908 58,042 0 739,322

　　営業費用合計 5,296,690 8,024,617 4,546,545 12,322,765 10,255,806 2,287,519 2,418,204 45,152,146

営業利益 △562,951 2,611,073 304,177 51,681 1,695 1,646 18,931 2,426,252

営業外収益

受取利息 210 0 0 0 0 0 0 210

有価証券利息 20 0 0 0 0 0 0 20

雑収入　　 1,034 240 480 480 0 0 98,685 100,919

　　営業外収益合計 1,264 240 480 480 0 0 98,685 101,149

営業外費用

支払利息 8,945 10,941 8,070 6,818 0 1,029 1,459 37,262

　　営業外費用合計 8,945 10,941 8,070 6,818 0 1,029 1,459 37,262

経常利益 △570,632 2,600,372 296,587 45,343 1,695 617 116,157 2,490,139

特別損失

0 2,220,000 0 0 0 0 0 2,220,000

0 230,000 0 0 0 0 0 230,000

0 0 200,000 0 0 0 0 200,000

特別損失合計 0 2,450,000 200,000 0 0 0 0 2,650,000

当期純利益 △570,632 150,372 96,587 45,343 1,695 617 116,157 △159,861

符号生成運用経費積立金
繰入額

住基ネット再構築平準化等
積立金取崩収入

セキュリティ強化等積立金
繰入額

住基ネット再構築平準化等
積立金繰入額

地方公共団体
負担金収入

（平成３１年４月１日から平成３２年３月３１日まで）

個人番号カード等
関連交付金

符号生成運用経費積立金
取崩収入

長期前受金取崩収入

自治体中間サーバー
関連交付金

符号生成住民票コード
提供手数料

負担金収入

事業収入

情報提供手数料

発行手数料

情報開示手数料

補助金等収入

- 5 -



様式第6号

（事業別財務情報（平成３１年度　資金計画関係））

（単位：千円）

一般事業
本 人 確 認
情 報 処 理
事 業

公的個人認証
サービス事業

個人番号ｶｰﾄﾞ
発 行 等 事 業

中間サーバー
共同化・集約化

等 事 業

総 合 行 政
ネットワーク
運 営 事 業

本人確認情報
処 理 事 業
関 連 事 業

合  計

営業収益 4,733,739 6,462,190 4,850,722 12,374,446 10,257,501 2,237,849 2,437,135 43,353,582

利息収入 230 0 0 0 0 0 0 230

雑収入 1,034 240 480 480 0 0 98,685 100,919

前期末未収金 582,022 1,486,000 1,265,500 9,458,552 0 38,480 2,759 12,833,313

当期末未収金 △537,604 △1,281,500 △1,852,000 △7,374,486 0 △29,000 △2,759 △11,077,349

その他 0 200,000 250,000 0 0 0 0 450,000

資金収入合計 4,779,421 6,866,930 4,514,702 14,458,992 10,257,501 2,247,329 2,535,820 45,660,695

事業費 4,778,031 7,230,270 3,731,869 11,825,649 10,218,756 2,170,758 2,286,630 42,241,963

一般管理費 298,443 184,210 68,873 79,586 32,475 56,372 0 719,959

固定資産取得費 1,200 8,021 1,000 1,000 1,100 500 0 12,821

保証金支出 1,100 0 0 0 0 0 0 1,100

建設仮勘定支出 56,161 170,609 80,346 47,275 0 0 0 354,391

リース債務返済支出 156,933 576,899 765,716 421,416 170 53,782 150,505 2,125,421

前期末未払金 1,774,896 1,811,236 893,941 11,064,682 3,845,177 1,433,156 90,221 20,913,309

当期末未払金 △2,737,420 △1,843,788 △2,003,967 △9,694,748 △9,966,106 △753,190 △54,518 △27,053,737

資金支出合計 4,329,344 8,137,457 3,537,778 13,744,860 4,131,572 2,961,378 2,472,838 39,315,227

資金収支差額 450,077 △1,270,527 976,924 714,132 6,125,929 △714,049 62,982 6,345,468

前期末現金及び預金 4,272,650 7,335,363 2,000,285 1,604,915 3,864,538 1,974,860 176,196 21,228,807

当期末現金及び預金 4,722,727 6,064,836 2,977,209 2,319,047 9,990,467 1,260,811 239,178 27,574,275

区分

（平成３１年４月１日から平成３２年３月３１日まで）

- 6 -



様式第7号

（予定貸借対照表関係）

予定前受金及び累積前受金の内容及び金額

（単位：千円）

内　容 予定前受金 累積前受金

住基ネットシステムの機器更改 200,000 219,000

次期ＪＰＫＩシステムの更改 250,000 1,000,000

合　計 450,000 1,219,000

（債務負担行為関係）

債務負担行為の事項、限度額、行為年度及び機構の負担となる年度

（単位：千円）

事　　　　項 限度額 行為年度
機構の負担
となる年度

「地方自治情報化推進フェア2020」における企画・設営・業
務委託等

77,000 平成31年度 平成32年度

情報セキュリティ支援サイト利用料 15,696 平成31年度
平成31年度から

平成33年度

カラー複合機賃貸借 9,204 平成31年度
平成31年度から

平成36年度

教育研修用事務用機器及び回線使用料 972 平成31年度
平成31年度から

平成35年度

eラーニングによる情報セキュリティ研修事業運用委託費 80,000 平成31年度
平成31年度から

平成33年度

情報処理部におけるシステム基盤の統合等に係る機器等賃貸
借

266,000 平成31年度
平成31年度から

平成37年度

住基ネット等の次期機器更改に併せたデータセンター等の移
転に係るシステム構築及び運用等業務委託

266,464 平成31年度
平成31年度から

平成36年度

住基ネットにおける市町村向け一括調達ソフトウェア調達 320,598 平成31年度
平成31年度から

平成36年度

住基ネットにおける第三回機器更改関連機器 1,244,958 平成31年度
平成31年度から

平成36年度

住基ネットにおける鍵管理システム運用管理業務 16,333 平成31年度
平成31年度から

平成36年度

住基ネットにおける都道府県サーバ集約センター運用業務 875,000 平成31年度
平成31年度から

平成33年度

住基・マイナンバーカードヘルプデスクシステム運用業務 100,000 平成31年度
平成32年度から

平成36年度

公的個人認証サービスにおける次期システム更改業務 2,000,000 平成31年度
平成32年度から

平成33年度

公的個人認証サービスにおけるセキュリティ強化業務 1,950,000 平成31年度
平成33年度から

平成38年度

公的個人認証サービスにおける次期機器リース 4,200,000 平成31年度
平成33年度から

平成38年度

個人番号カード管理システム等機器更改関連業務 5,360,000 平成31年度
平成31年度から

平成33年度

個人番号カード管理システムにおける第四次LGWANアクセス
回線及び接続ルータリース

12,480 平成31年度
平成31年度から

平成35年度

個人番号カード管理システムの運用等に係る助言型監査 60,000 平成31年度
平成32年度から

平成34年度

地方公共団体組織認証基盤の運営に関する準拠性監査 40,000 平成31年度
平成31年度から

平成33年度

- 7 -
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平成３１年度予算（案）の概要 

 

１ 予定損益計算書  

 〔平成３１年度における機構の事業実施に係る収入と経費の予定を示すもの〕 

(単位：百万円) 

科 目 31 年度 
30 年度 

3 月補正後 
増減 

営業収益  47,578 41,304 6,275 

営業外収益  101 2 99 

収益計  47,680 41,306 6,374 

営業費用    45,152 38,290 6,862 

営業外費用  37 65 △28 

費用計  45,189 38,355 6,835 

特別損失 2,650 2,900 △250 

当期純利益 △160 51 △211 

（注）金額は、科目ごとに 10万円単位を四捨五入しているので、合計額等が

一致しない場合がある。（以下同じ） 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・営業収益：マイナンバーカード発行委任等業務に係る個人番号カード等関連

交付金収入、本人確認情報処理事務・公的個人認証サービス・総

合行政ネットワーク運営に係る地方公共団体負担金収入、自治体

中間サーバー・プラットフォームの運営等業務に係る自治体中間

サーバー関連交付金収入、国の行政機関等に対する本人確認情報

の提供に係る情報提供手数料収入、機構の各事業実施に必要な事

業収入など 

・営業費用：機構の各業務の実施に必要な委託費、保守料等の経費 

・営業外収益：利息等の収入、消費税の還付金 

・営業外費用：リース機器に係る利息の経費 

参考資料３ 
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２ 予定貸借対照表 

〔平成３１年度末における機構の資産や負債等の財務状況を示すもの〕 

(単位：百万円) 

 31 年度 
30 年度 

3 月補正後 
増減 

資産 44,008 37,704 6,304 

負債 39,418 33,120 6,298 

純資産 4,590 4,584 6 

 

 

 

 

 

 

３ 資金計画 

〔平成３１年度における機構の資金繰りの状況を示すもの〕 

(単位：百万円) 

 31 年度 
30 年度 

3 月補正後 
増減 

資金収入合計 45,661 46,852 △1,191 

資金支出合計 39,315 48,899 △9,584 

資金収支差額 6,345 △2,047 8,392 

（前期末現金及び預金） 21,229 22,552 △1,323 

（当期末現金及び預金） 27,574 20,505 7,069 

 

 

 

 

 

 

・資産：現金及び預金、未収金等 

・負債：未払金、リース債務等 

・純資産：地方公共団体出資金、積立金等 

・資金収入：個人番号カード等関連交付金、地方公共団体負担金収入、事業

収入等の収入のうち、平成 31 年度中に実際に収入されるもの 

・資金支出：委託費、保守料等の経費のうち、平成 31 年度中に実際に支出さ

れるもの 




